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商品情報からシステム情報へ
従来のアナログからデジタルのネッ

トワークへ。映像監視の世界は大きく

変貌した。システムのインテグレート

に際しては、これまでのような同軸

ケーブルの敷設にとどまらず、ネット

ワーク設計も含めたIT面での高度な知

識が必要とされている。それは、IPの

設定やトラブル時の解析ノウハウであ

り、またサーバや日々進化するネット

ワークに対する正しい理解と対応であ

る。

さらに必要とさ

れるのが、カメラ

やレコーダ、モニ

タなど商品ごと

の｢単一情報｣ではなく、ネットワーク

の世界でシステム全体がどのように機

能するか、意図したパフォーマンスが

しっかりと発揮できるかという、より

実践的な｢システム情報｣なのである。

パナソニック(株)システムソリュー

ションズ社が2007年７月に開設した

IPセキュリティシステム検証センター

は、まさにこの部分にスポットを当て

たもの。｢IP監視システムにとって、

ネットワークはカメラ、レコーダ、モ

ニタに次いで第４のコンポーネントに

なった。システム全体の指針をつくっ

て標準化し、より最適なシステムとし

ての検証を経てお客さまに提供する。

このことがなにより大切と考えてい

る｣と同社セキュ

リティビジネスユ

ニット システム

検証チーム主幹技

師の早野雅志氏は

センター設立の趣旨について語ってく

れた。

システム設計テンプレート
センター内では、i-pro全シリーズ

のカメラ、NDシリーズのレコーダ、

PC、その他ネットワーク機器やプラズ

マモニタが多数常時稼働しており壮観

だ。

ここでキーワードとなるのが｢テン

プレート｣である。これはシステムの

標準設計書ともいうべきもので、シス

テム全体の指針を示し、お客さまにシ

ステム全体を分かりやすく伝える｢標

準パターンを設計・提示する｣という

目的がある。つまり各種の要件に対す

るi-proシステムの提案・設計を迅速化

するために、カメラ台数、モニタリン

グ数、ライブ/録画映像仕様(フレーム

レート、画サイズ等)、ネットワーク

構成を要件ごとに組合せ、最適なテン

アナログからIPへ、いまIP化の流れが加速している。それは、従来の同軸ケーブルの世界から
ネットワークの世界への変貌ということができる。本稿では、この大きな変革の時代に対応し、
様々なジャンルの案件で意図した最高のパフォーマンスを発揮できるシステムの提供を目指す
パナソニック(株)システムソリューションズ社の｢IPセキュリティシステム検証センター｣に
スポットを当て、その設立の趣旨、具体的な活動内容や将来の展望について取材した。

ネットワーク時代のシステムパフォーマンスを追求
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プレートを設計し、動作を確認する。

見積の迅速化に貢献することはもちろ

ん、コストメリットに優れたシステム

の提案、納期の短縮などに役立ててい

る。パナソニックブランドが有するノ

ウハウが、このテンプレートに集約さ

れているといっても過言ではない。

システム応用検証
さらに、i-proシステムでの幅広い

適用が予想される機器やシステムに対

して、その推奨機器としての認定可否

や適用可能条件を確認している。例え

ば、LAN機器を例にとると、現在市場

にはバリエーション豊富なLAN機器が

登場しており、その仕様も多種多様

だ。これを実際にシステムに組込み、

運用のシミュレーションをすることに

よって、認定可否の判断や適用可能条

件が明らかになる。

現在、現場ではシステムの構築ま

では順調だったものの、運用する段階

になってから様々なトラブルが発生す

るケースが散見されるという。そんな

ケースの大半が性能や接続性の問題に

起因している。お客さまにとって安心

してお使いいただけるシステムとし

て、事前に検証されていることは、な

により心強いといえる。

システム件名検証
また、実案件の提案や設計に向け

て、件名特有の要件・構成での動作性

能や接続可否の判定・確認を行ってい

る。例えばお客さまによっては、ハー

ドディスクの記憶容量が増えても監視

映像を高画質で残しておきたいという

方がいる一方、ハードディスクのコス

トはできるだけ抑えて映像は１フレー

ム/秒で十分だ、という方もいる。

あるシステムでは、走行車両をその

録画映像から特定できるようにするた

め、解像度や１秒間のフレーム数を引

き上げる一方で、１台のレコーダに接

続可能なカメラ台数をできるだけ増や

すことが同時に求められた。このよう

な様々な実案件ごとの要望を事前に検

証することで、各種のパラメーター値

を把握し、最適なシステムの提案を迅

速に行えるようになった。

システムベンチマーク検証
さらに、センターでは、他社シス

テムとの同条件下での機能・性能比較

を行い、自社の強み・弱みを確認して

いる。たとえば、他社の個々のカメ

ラ、レコーダ、モニタは単体としての

スペックはカタログ記載の数値からあ

る程度は把握できる。しかし、システ

ムとして実際に組んだ時、そのスペッ

クが実際に発揮されているか、ネット

ワーク上におけるシステム全体として

のパフォーマンスはどうか、という問

題がある。

自社、他社システムを同条件下で

機能・性能比較テストを行うことで、

パナソニックブランドの強みを発揮で

きるシステム要件をしっかりと抽出す

る。もちろん、弱みになり得る点は、

改善・改良の貴重なデータとして開発

部門にフィードバックし、自社システ

ム全体のクオリティを高めるベースと

して活用している。

海外市場への取組
海外における活動はどのようになっ

ているのだろうか。同社セキュリティ

ビジネスユニット システム検証チー

ム チームリーダー関口昭義氏によれば

｢現在のところ市場環境の違いから、

国内に比べ、テンプレート(システム

標準設計書)の適用できる範囲は限ら

れている。しかし、件名別の対応と
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しては一定の成果を上げている｣とい

う。

海外市場では、個別製品に特化した

ブランドが多く、同程度の能力であれ

ばコストが最優先される傾向があり、

１つのシステムの中に多くの個別ブラ

ンド製品が混在するケースが多くなっ

ている。それだけに、むしろ国内より

キメ細かい検証が必要になる。

たとえばスイッチを例にとると、

｢映像データの処理能力が問題で、大

量の情報が流れるとバッファの能力が

十分でなければパケットが落ちてしま

うケースなどが時としてある｣と同社

セキュリティビジネスユニット システ

ム検証チーム 主任技師の山本宗生氏は

語る。バッファの能力という単純な問

題がシステム全体の信頼性を損なう危

険性を秘めていることになるわけだ。

さらに、山本氏は｢システム設計に

おいては、トラフィックの負荷に耐え

得るネットワークの要件や映像と音声

を同時配信する際のレコーダの条件な

ど、個別にしっかりとした検証作業が

必要となる｣と解説する。山本氏は、

国家試験である技術士(情報工学部門)1

の資格も保有しており、このような人

材もまたシステムの信頼性に対し、一

翼を担っている。これら、一連の地道

な取り組みが、パナソニックブランド

の世界的な信頼に繋がっている。

新世代メガピクセルカメラ
昨春パナソニックでは、i-proメガ

システムの第２世代を世界同時投入

したが、早くも今年、第３世代にあ

たるi-proシリーズメガピクセルネッ

トワークカメラ、DG-NP502および

DG-NW502Sを市場投入する。 両カメ

ラはパナソニック独自のシステムLSI

プラットフォーム・UniPhier(ユニフィ

エ)を搭載し、H.264高圧縮技術により

データ量をJPEG比約1/9にまで低減。

４Mbpsのネットワーク帯域で1.3メ

ガピクセル30fpsの動画配信が可能に

なった。DG-NW502Sについては、筐

体にアルミダイキャストボディ、ドー

ムカバーにポリカーボネート樹脂を採

用し、優れた耐衝撃性を実現してい

る。

高画質の追求とトータルシステム

の提供はパナソニック不変のコアコ

ンピテンシーであり、DG-NP502、

DG-NW502Sはこの５月から当検証セ

ンターでも運用されることが決定して

いる。

限りないパフォーマンスの
追求

すでに、この約２年の間に一歩一歩

実績を積み重ねてきた検証センターだ

が、ある発電所の監視システム案件で

は、大規模な検証を行い、お客さまの

疑問や心配に対して適切に対応。大き

な信頼を得て、大規模なカメラシステ

ムを納入した。

さらに、検証センターにはIPシステ

ムに関わる人材の育成という側面もあ

る。実際に販売会社のSEに対して、

ネットワークのスキルやi-proシステム

の設計・設定のスキルを習得してもら

うなどの成果を挙げており、この分野

でも将来が期待される。

今後は、｢現場で最高のパフォーマ

ンスが発揮できるシステムを実現する

ために、検証作業とあわせて、これま

で以上にコンポーネントの要件をしっ

かりと定義することが大切だ｣と早野

氏は語るとともに｢テンプレートから

さらに踏み込んで、設定データやツー

ルの提供を含んだ、現場でのシステム

構築が飛躍的に楽になるような活動

を展開したい｣との意欲をみせた。ま

た、関口氏は｢検証センターの重要性

は高まる。その活動がもっと広い意味

での社会の安心や安全に貢献すること

を期待している｣と締めくくった。

IP INSIGHT
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６回シリーズで連載してきた｢ネット

ワーク映像監視最前線｣は本稿をもっ

て終了となる。企画に参加・協力いた

だいた数多くの方々にこの場をお借り

して御礼を申し上げたい。読者の方々

にとって、この連載が少しでもIP監視

システムに対する理解を深める一助と

なったなら幸いである。

1技術士とは、技術士法に基づいて行われる国家試
験(技術士第二次試験)に合格した人に与えられる
資格。｢科学技術に関する技術的専門知識と高度
な応用能力及び豊富な実務経験を有し、公益を確
保するため高い技術者倫理を備えていること｣を
国によって認められる最も権威のある国家資格。


